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１．2025年３月期第３四半期の連結業績(2024年４月１日～2024年12月31日)

(1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 2,262,324 3.8 31,148 4.0 33,161 6.2 25,726 23.3

2024年３月期第３四半期 2,179,803 6.4 29,944 49.7 31,215 41.9 20,871 40.8

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 30,516百万円( 30.1％) 2024年３月期第３四半期 23,461百万円( 10.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 137.86 －

2024年３月期第３四半期 107.92 －

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 1,591,296 492,654 30.9

2024年３月期 1,447,625 479,859 33.1

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 492,462百万円 2024年３月期 479,599百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 34.00 － 36.00 70.00

2025年３月期 － 31.00 －

2025年３月期(予想) 32.00 63.00

(注１) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注２) 2024年３月期における第２四半期末配当金および期末配当金には、それぞれ記念配当が5円含まれております。

３．2025年３月期の連結業績予想(2024年４月１日～2025年３月31日)

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,965,000 3.7 37,300 △3.0 40,000 0.0 28,000 △5.3 150.84

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 202,840,000株 2024年３月期 202,840,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 18,465,894株 2024年３月期 15,971,131株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2025年３月期３Ｑ 186,607,729株 2024年３月期３Ｑ 193,402,320株

(注) 期末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式には、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式

を含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有(任意)

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的と判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料５ページ「１．経営

成績等の概況 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1) 当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当社グループでは、2022年５月に公表した「22-24 中期経営計画 未来への躍進 ～進化するヘルスケアコンソーシ

アム®～(以下「22-24中計」という。)」に掲げた以下のグループ経営方針に取り組んでおります。

・『事業モデルの強化』と『新たな価値の創造』

・『グループ一体となった取り組み』による地域の健康・医療への貢献

・『環境保全への取り組み等』を通じたサステナブル社会への貢献

・『ダイバーシティ』を中心とした人財戦略の推進

・『コンプライアンス』を最重要とする企業風土の醸成

また、2023年５月に発表した2032年度までの中長期的な事業戦略および財務・資本戦略「アルフレッサグループ中

長期ビジョン」に掲げた目標達成に向け取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間における当社の主な取り組みは以下のとおりであります。

2024年４月、非連結子会社のセルリソーシズ株式会社(本社：東京都千代田区)は、国立研究開発法人国立成育医療

研究センターと、商用利用可能なヒト(同種)体性幹細胞原料※１の供給に関する契約を締結いたしました。同社は、国

産の細胞原材料の安定供給に向けて体制の構築を進めており、高品質な細胞原材料の製造を進めるとともに細胞治療

の産業化に貢献してまいります。

2024年５月、森久保CAメディカル株式会社(本社：神奈川県厚木市)とより強固な関係を構築するため資本提携契約

を締結いたしました。なお、当社および連結子会社のアルフレッサ株式会社(本社：東京都千代田区、以下「アルフ

レッサ」という。)は、2022年11月に動物医療市場への進出に向け同社と業務提携契約を締結し、小動物医療の領域

における共同での事業展開について検討を進めてまいりました。

2024年９月、株式会社インテージヘルスケア(本社：東京都千代田区)との間で、同社が行うCRO・PMS※２事業に係る

会社分割(新設分割)により設立された新会社であるArkMS株式会社(本社：東京都豊島区)の全株式を取得いたしまし

た。当社グループのトータルサプライチェーンにおける臨床開発、承認申請およびPMSの機能強化に大きく貢献する

ものと考えております。

2024年12月、当社および連結子会社の四国アルフレッサ株式会社(本社：香川県高松市)は、高知大学発のベンチャ

ー企業でがんの放射線治療効果を高める放射線増感剤の開発を行うKORTUC INC.(本社：アメリカ合衆国)が発行する

転換社債引受契約を締結するとともに、当社は同社と業務提携契約を締結いたしました。これにより、当社グループ

は日本国内における販売および流通に関する独占交渉権を取得いたしました。また、同製品は連結子会社のアルフレ

ッサ ファーマ株式会社(本社：大阪市中央区、以下「アルフレッサ ファーマ」という。)が製造する放射線治療用吸

収性組織スペーサ「ネスキープ®」とのシナジー効果が期待されることから、今後、KORTUC INC.の開発を支援し、共

に日本国内における販売および流通に関する事業展開を目指してまいります。

2024年12月、希少疾患をはじめ治療選択肢の限られた疾患領域に特化した創薬ベンチャー企業である株式会社ジェ

クスヴァル(本社：神奈川県藤沢市)との間で、資本提携契約ならびに同社製品の日本国内における輸送・配送の優先

交渉権の取得および中枢神経系用の医薬品製造に強みを持つアルフレッサ ファーマが上市に際して製造を行うこと

を検討する等の業務提携に関する基本合意書を締結いたしました。これにより、株式会社ジェクスヴァルにおける開

発・製造・流通・販売等に関する事業について協働を進め、革新的な医薬品を１日でも早く患者様にお届けすること

で医薬品アクセスの向上に貢献してまいります。

当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高2兆2,623億24百万円(前年同期比3.8％増)、営

業利益311億48百万円(同4.0％増)、経常利益331億61百万円(同6.2％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益257億

26百万円(同23.3％増)となりました。なお、特別利益に政策保有株式の売却益55億87百万円を計上しております。

※１

※２

ヒト(同種)体性幹細胞原料

CRO(Contract Research Organization)

PMS(Post Marketing Surveillance)

：

：

：

再生医療等製品の原料として利用可能なヒト(同種)細胞または組織

製薬企業や研究機関が行う臨床試験に関する一連の業務を支援する専門機関

医薬品や医療機器が販売された後に行われる品質、有効性および安全性の確保を図るため

の調査
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セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

① 医療用医薬品等卸売事業

医療用医薬品等卸売事業におきましては、スペシャリティ領域ならびにメディカル品へのリソース集中とＤＸによ

る事業変革を図るべく、「22-24中計」の重点施策として掲げた「既存事業の強化」「事業変革による収益化」「グ

ループ全体での最適化・効率化・標準化」に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間における同事業の中核会社であるアルフレッサの主な取り組みは以下のとおりでありま

す。

2024年６月、株式会社ヘリオス(本社：東京都千代田区)との間で、同社の取扱製品に関する業務提携基本契約およ

び同社が発行する普通社債引受契約を締結いたしました。アルフレッサは今回の契約締結により、同社の研究開発を

サポートし、「再生医療サプライチェーン」の機能強化、取扱製品の拡充を推進し、両社の事業拡大を目指してまい

ります。

2024年９月、株式会社セールスフォース・ジャパン(本社：東京都千代田区)が提供する製品を導入し、接種希望者

と医療機関の利便性向上および需要量に応じたワクチン供給を実現する「ワクチン供給最適化プラットフォーム(サ

ービス名：ワクチンぷらっと)」を構築いたしました。この普及により、医療機関における予約管理の負担軽減や、

接種希望者の利便性向上および接種希望者へのワクチン接種機会の提供につなげ、予防医療に貢献してまいります。

2024年11月、便失禁・尿失禁を対象とした再生医療等製品の開発を推進するイノバセル株式会社(本社：東京都品

川区)との間で資本業務提携契約を締結いたしました。同社の研究開発および製品上市後の日本国内における流通体

制の構築をサポートするとともに、当社グループの「再生医療サプライチェーン」の機能強化および取扱製品の拡充

を引き続き推進してまいります。

2024年12月、アルフレッサと当社の完全子会社である株式会社宮崎温仙堂商店(本社：長崎県諫早市)は、アルフレ

ッサを存続会社とする吸収合併に基本合意いたしました。両社の経営資源を有効かつ効率的に活用し、地域に密着し

た営業基盤の強化を図ることで、九州の地域医療へのさらなる貢献を目指してまいります。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、2024年４月に実施された薬価改定によるマイナス影響や人件

費、物流費および減価償却費等のコスト増があったものの、市場の伸長、なかでも特許品・新薬創出加算品等の販売

増加および売上総利益率改善への取り組み等により、売上高2兆188億78百万円(前年同期比4.2％増)、営業利益267億

89百万円(同3.6％増)の増収増益となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高149億60百万円(同6.6％増)を含んでおります。

② セルフメディケーション卸売事業

セルフメディケーション卸売事業におきましては、連結子会社のアルフレッサ ヘルスケア株式会社(本社：東京都

中央区)が、既存領域の高収益化と成長領域への挑戦を推進し、「22-24中計」の重点施策として掲げた「高収益化へ

の取り組み」「グループ連携強化」「事業変革による収益力強化」に取り組んでおります。

アルフレッサ ヘルスケア株式会社は、九州における物流体制の最適化を図るため、現在の熊本市南区から熊本県

御船町に九州物流センターを移転し、2025年２月24日より稼働いたします。あわせて、2024年10月に熊本県御船町と

の地域振興に向けた協定を締結いたしました。同センターは九州全域に商品供給を行う中核物流センターであり、３

次元ロボットピッキングシステムの導入により業務負担の軽減、労働環境改善および業務効率化を実現し、正確・迅

速かつ安全な商品供給体制を強化してまいります。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、市場環境の変化に伴う競争の激化による減収や物流費を含む

人件費等のコスト増があったものの、インバウンド需要回復による安定した市場成長、適正価格での販売への取り組

みおよび販管費抑制等により、売上高2,023億28百万円(前年同期比1.0％増)、営業利益26億84百万円(同23.1％増)の

増収増益となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高3億73百万円(同5.4％減)を含んでおります。
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③ 医薬品等製造事業

医薬品等製造事業におきましては、「次代の基盤創り」を目指し、「22-24中計」の重点施策として掲げた「安

心・安全・誠実なモノづくり」「トータルサプライチェーンサービスの実現に向けた取り組み」「デジタルを活用し

た新たな取り組み」を推進しております。

2024年11月、アルフレッサ ファーマは、アドレナリン点鼻液の開発を行うARS Pharmaceuticals Operations,

Inc.(本社：アメリカ合衆国)と日本国内での開発および販売におけるライセンス契約を締結し、開発を進めてきた蜂

毒、食物および薬物等に起因するアナフィラキシーに対する補助治療剤であるアドレナリン(一般名)点鼻液※の製造

販売承認申請を行いました。アルフレッサ ファーマは、アナフィラキシー補助治療剤として、投与が簡便で患者様

や介護者等の負担軽減が期待できるアドレナリン点鼻液を新たな選択肢として提供することで、アンメット・メディ

カル・ニーズに貢献してまいります。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、原薬および受託製造ならびに医療機器の売上伸長に加えて販

管費抑制に取り組んだこと等により、売上高416億44百万円(前年同期比4.2％増)、営業利益12億14百万円(同6.7％

増)の増収増益となりました。

なお、売上高には、セグメント間の内部売上高130億33百万円(同11.1％増)を含んでおります。

※ 現在、国内のアドレナリンの医薬品はアドレナリン注射液自己注射キット製剤およびアドレナリン注射液がある。

④ 医療関連事業

医療関連事業におきましては、調剤薬局事業を運営する連結子会社のアポクリート株式会社(本社：東京都豊島区)

が、予防からターミナルケアまでライフジャーニーにおけるすべてのステージに対応する「かかりつけ薬局」を目指

し、「22-24中計」の重点施策として掲げた「在宅医療への取り組みによる事業の成長」「ＤＸによる事業変革」

「未病予防への取り組み」を推進しております。

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、市場伸長の影響により増収であった一方で、販管費抑制に取

り組んだものの薬価改定によるマイナス影響、仕入原価上昇および租税公課(控除対象外消費税)増加等の影響によ

り、売上高278億40百万円(前年同期比1.3％増)、営業利益3億22百万円(同33.4％減)となりました。

(2) 当四半期連結累計期間の財政状態の概況

① 資産の部

資産は、前連結会計年度末と比較して1,436億71百万円増加し、1兆5,912億96百万円となりました。

流動資産は、1,209億98百万円増加し、1兆2,422億31百万円となりました。これは主として、「受取手形及び売掛

金」が832億81百万円増加および「商品及び製品」が423億55百万円増加した一方で、「現金及び預金」が129億99百

万円減少したことによるものであります。

固定資産は、226億72百万円増加し、3,490億65百万円となりました。これは主として、物流センター等の設備投資

などに伴い有形固定資産が73億46百万円増加および保有株式の時価上昇等に伴い「投資有価証券」が144億72百万円

増加したことによるものであります。

② 負債の部

負債は、前連結会計年度末と比較して1,308億76百万円増加し、1兆986億42百万円となりました。

流動負債は、1,273億46百万円増加し、1兆343億36百万円となりました。これは主として、「支払手形及び買掛

金」が1,322億85百万円増加した一方で、「未払法人税等」が39億9百万円減少および「賞与引当金」が42億18百万円

減少したことによるものであります。

固定負債は、35億29百万円増加し、643億6百万円となりました。これは主として、保有株式の時価上昇等に伴い繰

延税金負債等の「その他」が42億62百万円増加した一方で、「退職給付に係る負債」が3億17百万円減少、「株式給

付引当金」および「役員株式給付引当金」の流動負債への振替に伴い、それぞれ1億76百万円および2億38百万円減少

したことによるものであります。
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③ 純資産の部

純資産は、前連結会計年度末と比較して127億95百万円増加し、4,926億54百万円となりました。これは主として、

「利益剰余金」が130億51百万円増加および保有株式の時価上昇等に伴い「その他有価証券評価差額金」が53億79百

万円増加した一方で、資本効率向上および株主還元の一環として自己株式を取得したこと等に伴い「自己株式」が55

億22百万円増加したことによるものであります。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における市場の動向および当社グループの業績は概ね計画通り推移しており、2024年11

月７日に公表いたしました業績予想からの変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 213,756 200,757

受取手形及び売掛金 646,113 729,395

有価証券 - 99

商品及び製品 147,159 189,514

仕掛品 1,843 2,282

原材料及び貯蔵品 7,375 8,307

その他 105,320 112,252

貸倒引当金 △335 △377

流動資産合計 1,121,233 1,242,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 79,081 76,969

土地 72,239 71,005

その他（純額） 30,280 40,972

有形固定資産合計 181,601 188,948

無形固定資産

のれん 2,065 1,690

その他 14,507 14,102

無形固定資産合計 16,572 15,793

投資その他の資産

投資有価証券 105,627 120,100

その他 25,989 26,819

貸倒引当金 △3,398 △2,595

投資その他の資産合計 128,218 144,323

固定資産合計 326,392 349,065

資産合計 1,447,625 1,591,296
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 855,328 987,614

短期借入金 - 1,000

未払法人税等 7,961 4,052

賞与引当金 8,028 3,810

役員賞与引当金 439 267

株式給付引当金 - 244

役員株式給付引当金 - 266

独占禁止法関連損失引当金 4,937 4,937

その他 30,293 32,142

流動負債合計 906,989 1,034,336

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 10,000 10,000

株式給付引当金 176 -

役員株式給付引当金 238 -

退職給付に係る負債 7,740 7,422

その他 22,621 26,883

固定負債合計 60,776 64,306

負債合計 967,766 1,098,642

純資産の部

株主資本

資本金 18,454 18,454

資本剰余金 57,720 57,720

利益剰余金 384,507 397,558

自己株式 △36,412 △41,935

株主資本合計 424,269 431,797

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,438 59,818

繰延ヘッジ損益 1 4

土地再評価差額金 △3,375 △3,051

為替換算調整勘定 330 374

退職給付に係る調整累計額 3,936 3,519

その他の包括利益累計額合計 55,330 60,665

非支配株主持分 259 191

純資産合計 479,859 492,654

負債純資産合計 1,447,625 1,591,296
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(2) 四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 2,179,803 2,262,324

売上原価 2,025,508 2,099,607

売上総利益 154,294 162,716

販売費及び一般管理費 124,350 131,567

営業利益 29,944 31,148

営業外収益

受取利息 40 67

受取配当金 1,163 1,351

不動産賃貸料 404 383

その他 713 759

営業外収益合計 2,322 2,561

営業外費用

支払利息 67 222

支払手数料 624 11

不動産賃貸費用 138 161

その他 221 152

営業外費用合計 1,051 548

経常利益 31,215 33,161

特別利益

固定資産売却益 199 214

投資有価証券売却益 - 5,587

補助金収入 - 743

特別利益合計 199 6,545

特別損失

固定資産売却損 100 15

固定資産除却損 135 85

減損損失 257 52

固定資産圧縮損 - 743

投資有価証券評価損 13 42

出資金評価損 - 142

賃貸借契約解約損 - 94

解約違約金 - 839

特別損失合計 505 2,014

税金等調整前四半期純利益 30,909 37,692

法人税、住民税及び事業税 7,838 10,476

法人税等調整額 2,140 1,711

法人税等合計 9,979 12,187

四半期純利益 20,930 25,505

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,871 25,726

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

58 △221
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,736 5,379

繰延ヘッジ損益 △2 3

為替換算調整勘定 115 44

退職給付に係る調整額 △318 △416

その他の包括利益合計 2,531 5,011

四半期包括利益 23,461 30,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 23,402 30,737

非支配株主に係る四半期包括利益 58 △221
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更に関する注記)

(法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」(企業会計基準第27号 2022年10月28日)等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しております。

これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等の注記)

１．前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注２)

医療用
医薬品等
卸売事業

セルフメデ
ィケーショ
ン卸売事業

医薬品等
製造事業

医療関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,924,115 199,966 28,230 27,490 2,179,803 － 2,179,803

セグメント間の
内部売上高又は振替高

14,030 395 11,732 － 26,158 △26,158 －

計 1,938,145 200,361 39,963 27,490 2,205,961 △26,158 2,179,803

セグメント利益又は損失(△) 25,850 2,180 1,138 484 29,654 290 29,944

(注１) セグメント利益の調整額290百万円には、セグメント間取引消去150百万円および各報告セグメントに配分して

いない全社費用139百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

(注２) セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注２)

医療用
医薬品等
卸売事業

セルフメデ
ィケーショ
ン卸売事業

医薬品等
製造事業

医療関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,003,918 201,954 28,610 27,840 2,262,324 － 2,262,324

セグメント間の
内部売上高又は振替高

14,960 373 13,033 － 28,367 △28,367 －

計 2,018,878 202,328 41,644 27,840 2,290,691 △28,367 2,262,324

セグメント利益又は損失(△) 26,789 2,684 1,214 322 31,011 137 31,148

(注１) セグメント利益の調整額137百万円には、セグメント間取引消去△119百万円および各報告セグメントに配分し

ていない全社費用256百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

(注２) セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額は、次のと

おりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 9,701百万円 10,772百万円

のれんの償却額 373 374
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月10日

アルフレッサ ホールディングス株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 細 矢 聡

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 高 野 浩一郎

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 斉 藤 直 樹

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているアルフレッサ ホールディングス株式会社の2024年４

月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2024年10月１日から2024年12月31日まで)及

び第３四半期連結累計期間(2024年４月１日から2024年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載

の省略が適用されている。)に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。)に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準(ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。)に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注)１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータおよびＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。




